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令和2年度認定

　旧一宇村の標高約600ｍの剣山系の山間部にある集落「久藪」。

　あじさいの見頃の季節には集落の斜面いっぱいに咲き乱れる、天空の「あ

じさいの里」となっている。1.2ヘクタールもの広大な耕作放棄地に6000株

のあじさいを地域住民や集落出身者が協力して植栽し、長年の手入れにより

生まれた絶景が広がる。

　久藪集落においては、住民団体「久藪あじさいクラブ」が主体となって、あじ

さいの植栽や手入れや野生鳥獣の食害からあじさいを守るフェンスの補強を

行いながら、住民手作りのあじさいを使った催しを開催している。また、集落内

にある民宿「家曽敷」にて観光客に山間部の集落ならではの宿泊体験を提供

するなど、過疎高齢化が進行する中で、地域内外から人を呼び込む取組みが

盛んな集落となっている。様々な共同作業を通じて、シニアが活き活きと暮ら

しながら、住民の子世代のＵターンや移住者に対して地域全体で温かく迎え

る地域コミュニティが形成されている。

　令和4年度には、四国運輸局が手がける「徳島県にし阿波地域における地

域住民を基盤としたサステナブルな観光コンテンツ・ツアー造成事業」におい

て、久藪集落へのモニターツアーを受け入れるなど、にし阿波地域における

観光資源の保護・保全と、観光振興における持続可能な利活用の推進につい

て寄与している。「徳島の山間部に暮らす人々との交流」をコンセプトに集落

に現存する阿弥陀堂で、伝統風習である数珠回しを体験したり、地元の祭り

に参加して住民と交流する機会を提供するなど、集落の人々が中心となっ

て、持続的な観光地域づくりにも取り組んでいる。
（写真上）久藪阿弥陀堂を中心に催しが開催され、多くの人が
訪れる。カラオケ大会や阿波踊り、三番叟、餅まきなど様々な
イベントが開催される。

（写真下）令和4年10月に実施したモニターツアーでの数珠回
し体験の模様。専門家から得た意見を踏まえ、観光コンテンツ
の磨き上げを図る。
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天空の集落では、地域住民の手で
持続可能な地域づくりが実践されている

久藪あじさいクラブ
● 住所／〒779-4304 徳島県美馬郡つるぎ町一宇字久藪441番地
● 代表者／小野寺 美和子   ● 連絡先／0883-67-2952
● Facebook／https://www.facebook.com/profile.php?id=100069126332855


